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皆様のご協力を賜り、環境制御第 35 号を発刊できたことに深く感謝いたします。本

誌には平成 25 年 6 月 15 日（土）の環境管理センター公開講演会「東日本大震災 2 年後

から考える環境・安全・安心」で講演された、独立行政法人放射線医学総合研究所の内

田滋夫先生、岡山大学大学院自然科学研究科の鈴木茂之先生、岡山大学廃棄物マネジメ

ント研究センターの氏原岳人先生の総説が掲載されています。 
東日本大震災から 2 年が経過し、西日本においては震災に対する意識が過去形になり

つつあります。一方で、放射能などへの懸念から、東北で生産された作物に対する不安

が残っています。これまでに復興したもの、復興しつつあるもの、復興が困難なものを

一度整理して、今後の環境、防災に対する意識を高める必要があります。農業をはじめ

として、震災からの地域復興には長い時間が必要です。公開講演会では、内田先生は放

射能に関する知識をわかりやすく説明され、放射線を「正しく怖がる」必要性をお話し

してくださいました。鈴木先生は活断層の特徴を豊富な写真で丁寧に説明してください

ました。氏原先生は南海トラフ巨大地震に対する岡山市民の意識について話され、我々

は身近な話題としてとても興味深く拝聴しました。以上 3 名に加えて、独立行政法人農

業・食品産業技術総合研究機構の木村武先生が被災地における積極的な新しい農業の試

みを紹介され、着実に復興が進んでいることがわかりました。これらの講演を通して得

た貴重な情報を活かし、これからの暮らしを見直すことが重要だと思いました。 
環境制御では、環境に関わる解説、学術論文、技術報告を掲載します。自然科学や社

会科学といった枠組みにとらわれず、皆様の積極的な投稿をお待ちしています。 
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